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(57)【要約】
【課題】　利便性の高い情報読取装置を提供する。
【解決手段】　情報読取装置１は、情報記録媒体を載せ
る載置面と、載置面の少なくとも一部に設けられた鏡面
と、載置面と向かい合う面に設けられ、載置面の方向を
撮影する撮影手段と、載置面の近傍で焦点が合う第１の
焦点距離と、この第１の焦点距離よりも長い第２の焦点
距離との中から、適用すべき焦点距離を選択し、選択さ
れた焦点距離で撮影手段に撮影させる制御手段とを有す
る。これにより、載置面に載置された情報記録媒体から
の情報読取と、撮影手段の近傍などの監視とが同一の撮
影手段で可能になる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体を載せる載置面と、
　前記載置面の少なくとも一部に設けられた鏡面と、
　前記載置面と向かい合う面に設けられ、前記載置面の方向を撮影する撮影手段と
　を有する情報読取装置。
【請求項２】
　少なくとも、前記載置面の近傍で焦点が合う第１の焦点距離と、この第１の焦点距離よ
りも長い第２の焦点距離との中から、適用すべき焦点距離を選択し、選択された焦点距離
で前記撮影手段に撮影させる制御手段
　をさらに有し、
　前記撮影手段は、前記第１の焦点距離又は前記第２の焦点距離で、前記載置面の方向を
撮影する
　請求項１に記載の情報読取装置。
【請求項３】
　前記鏡面は曲面鏡となる部分を含み、
　前記第２の焦点距離は、前記第１の焦点距離の１．５倍～２．５倍であり、
　前記制御手段は、前記第１の焦点距離、前記第２の焦点距離、及び、この第２の焦点距
離よりも長い第３の焦点距離の中から、適用すべき焦点距離を選択する
　請求項２に記載の情報読取装置。
【請求項４】
　少なくとも、既定の補正パターンの中の一つを選択して適用する第１の補正方法と、撮
影された画像に基づいて補正量を決定する第２の補正方法との中から、適用すべき補正方
法を選択し、選択された補正方法で前記撮影手段に補正させる制御手段
　をさらに有し、
　前記撮影手段は、前記制御手段により選択された補正方法で、撮影された画像に対して
補正処理を施す
　請求項１に記載の情報読取装置。
【請求項５】
　前記撮影手段により撮影された画像データの転送先を、複数の転送先の中から選択する
転送先選択手段
　をさらに有する請求項２又は請求項３に記載の情報読取装置。
【請求項６】
　情報読取装置の動作モードが複数用意されており、
　前記制御手段は、前記動作モードに応じて、焦点距離を選択し、
　前記転送先選択手段は、前記動作モードに応じて、画像データの転送先を選択する
　請求項５に記載の情報読取装置。
【請求項７】
　情報読取装置の筐体前面に設けられ、情報記録媒体を配置可能な深さに窪んだ凹部と、
　前記凹部の底面に設けられ、情報記録媒体を載置するための載置面と、
　前記凹部の天面に設けられた撮影手段と、
　前記撮影手段の設置位置から、前記載置面の最奥部に向けて傾斜している前記凹部の奥
壁面と
　を有する情報読取装置。
【請求項８】
　情報記録媒体を載せる載置面と、この載置面の少なくとも一部に設けられた鏡面とを有
する情報読取装置において、
　第１の焦点距離で、前記載置面の方向をカメラに撮影させる第１の撮影ステップと、
　前記第１の焦点距離とは異なる第２の焦点距離で、前記載置面の方向を前記カメラに撮
影させる第２の撮影ステップと
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　を有する情報読取方法。
【請求項９】
　情報記録媒体を載せる載置面と、この載置面の少なくとも一部に設けられた鏡面とを有
する情報読取装置において、
　第１の焦点距離で、前記載置面の方向をカメラに撮影させる第１の撮影ステップと、
　前記第１の焦点距離とは異なる第２の焦点距離で、前記載置面の方向を前記カメラに撮
影させる第２の撮影ステップと
　をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１には、ビデオカメラのレンズに汚れの付着していることを検出する
ビデオカメラ装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２３４５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　利便性の高い情報読取装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の情報読取装置は、情報記録媒体を載せる載置面と、前記載置面の少なくとも一
部に設けられた鏡面と、前記載置面と向かい合う面に設けられ、前記載置面の方向を撮影
する撮影手段とを有する。
【０００６】
　好適には、少なくとも、前記載置面の近傍で焦点が合う第１の焦点距離と、この第１の
焦点距離よりも長い第２の焦点距離との中から、適用すべき焦点距離を選択し、選択され
た焦点距離で前記撮影手段に撮影させる制御手段をさらに有し、前記撮影手段は、前記第
１の焦点距離又は前記第２の焦点距離で、前記載置面の方向を撮影する。
【０００７】
　好適には、前記鏡面は曲面鏡となる部分を含み、前記第２の焦点距離は、前記第１の焦
点距離の１．５倍～２．５倍であり、前記制御手段は、前記第１の焦点距離、前記第２の
焦点距離、及び、この第２の焦点距離よりも長い第３の焦点距離の中から、適用すべき焦
点距離を選択する。
【０００８】
　好適には、少なくとも、既定の補正パターンの中の一つを選択して適用する第１の補正
方法と、撮影された画像に基づいて補正量を決定する第２の補正方法との中から、適用す
べき補正方法を選択し、選択された補正方法で前記撮影手段に補正させる制御手段をさら
に有し、前記撮影手段は、前記制御手段により選択された補正方法で、撮影された画像に
対して補正処理を施す。
【０００９】
　好適には、前記撮影手段により撮影された画像データの転送先を、複数の転送先の中か
ら選択する転送先選択手段をさらに有する。
【００１０】
　好適には、情報読取装置の動作モードが複数用意されており、前記制御手段は、前記動
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作モードに応じて、焦点距離を選択し、前記転送先選択手段は、前記動作モードに応じて
、画像データの転送先を選択する。
【００１１】
　また、本発明に係る情報読取装置は、情報読取装置の筐体前面に設けられ、情報記録媒
体を配置可能な深さに窪んだ凹部と、前記凹部の底面に設けられ、情報記録媒体を載置す
るための載置面と、前記凹部の天面に設けられた撮影手段と、前記撮影手段の設置位置か
ら、前記載置面の最奥部に向けて傾斜している前記凹部の奥壁面とを有する。
【００１２】
　また、本発明に係る情報読取方法は、情報記録媒体を載せる載置面と、この載置面の少
なくとも一部に設けられた鏡面とを有する情報読取装置において、第１の焦点距離で、前
記載置面の方向をカメラに撮影させる第１の撮影ステップと、前記第１の焦点距離とは異
なる第２の焦点距離で、前記載置面の方向を前記カメラに撮影させる第２の撮影ステップ
とを有する。
【００１３】
　また、本発明に係るプログラムは、情報記録媒体を載せる載置面と、この載置面の少な
くとも一部に設けられた鏡面とを有する情報読取装置において、第１の焦点距離で、前記
載置面の方向をカメラに撮影させる第１の撮影ステップと、前記第１の焦点距離とは異な
る第２の焦点距離で、前記載置面の方向を前記カメラに撮影させる第２の撮影ステップと
をコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、利便性の高い情報読取装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１実施形態の情報読取装置１の全体構成を模式的に示す図である。
【図２】情報読取ユニット１０の凹部１００近傍における断面を模式的に示す図である。
【図３】イメージセンサ３００により撮影される領域を模式的に示す図である。
【図４】凹部１００の第１の変形例（奥壁面１００Ｂの形状によって死角を減少させる形
態）を模式的に示す図である。
【図５】凹部１００の第２の変形例（水平鏡面のみの形態）を模式的に示す図である。
【図６】制御プログラム５及び受付プログラム６の機能構成を例示する図である。
【図７】動作モードに関連付けられた焦点距離及び補正方式を例示する図である。
【図８】情報読取装置１の全体動作（Ｓ１０）を説明するフローチャートである。
【図９】図８の受付処理（Ｓ２０）をより詳細に説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
　図１は、第１実施形態の情報読取装置１の全体構成を模式的に示す。
　図１に示すように、情報読取装置１は、情報読取ユニット１０と、情報処理ユニット２
０とを備える。情報読取ユニット１０の筐体前面には、情報記録媒体を挿入するための凹
部１００が設けられている。ここで、情報記録媒体は、情報を記録できる媒体であれば何
でもよいが、例えば、ＩＣチップが搭載されたＩＣカード、二次元コードなどのコードパ
ターンが表面に印刷されたカード、ＩＣチップ及びバーコードの両方が設けられたカード
、又は、ＩＣチップが搭載され二次元コードが表示可能な携帯電話などである。
　情報読取ユニット１０は、情報処理ユニット２０の下方に設けられており、凹部１００
は、例えば、利用者の腰から肩の間の高さに位置するよう配置されている。
【００１７】
　情報処理ユニット２０は、タッチパネル２００と、情報処理装置５０（不図示）とを有
する。タッチパネル２００は、凹部１００と同じ筐体前面に設けられており、利用者の操
作をガイドするガイド情報などの表示、及び、利用者による入力操作の受付を行う。
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　情報処理装置５０は、情報処理ユニット２０の筐体内部に設けられ、例えば、ＣＰＵ（
中央演算装置）、メモリ及び入出力制御装置などを有する。
【００１８】
　図２は、情報読取ユニット１０の凹部１００近傍における断面を模式的に示す。
　図２に示すように、情報読取ユニット１０の前面（すなわち、利用者と対向する操作面
）に設けられた凹部１００は、略水平な底面１００Ａ及び天面１００Ｃと、略鉛直な奥壁
面１００Ｂとを有する。底面１００Ａは、前面方向の端部（凹部１００の入口側）で、上
に凸な曲面を有する。また、底面１００Ａの少なくとも一部には、鏡面３０２が設けられ
ている。本例の鏡面３０２は、底面１００Ａの全体を覆うように設けられており、凸曲面
鏡となっている。なお、本例の鏡面３０２及び底面１００Ａは、情報記録媒体が載置され
る略水平面から、前方方向に滑らかに連続する曲面となっているが、これに限定されるも
のではなく、複数の平面の組合せ（例えば、略水平な平面と、前方方向に落ちていく傾斜
平面との組合せ）であってもよい。なお、底面１００Ａは、本発明に係る載置面の一例で
ある。
【００１９】
　底面１００Ａ及び天面１００Ｃは、互いに向かい合っており、少なくとも、情報記録媒
体（例えば、カード状の媒体及び携帯電話）が挿入できる程度に離間している。例えば、
天面１００Ｃは、後述するイメージセンサ３００が情報記録媒体を画角におさめることが
でき、かつ、イメージセンサ３００の焦点位置が底面１００Ａとなりうるように、離間し
ている。より具体的には、底面１００Ａと天面１００Ｃとは、５ｃｍ～１０ｃｍ離間して
いる。なお、イメージセンサ３００は、本発明に係る撮影手段の一例である。
　また、奥壁面１００Ｂは、情報読取ユニット１０の前面から、情報記録媒体全体を収容
できる程度に後退した位置にある。すなわち、凹部１００は、情報記録媒体を配置可能な
深さ（例えば、１０ｃｍ～２０ｃｍの深さ）に窪んだ領域である。
【００２０】
　上記のように、イメージセンサ３００と、情報記録媒体を載置する底面１００Ａ及び鏡
面３０２とを配置することにより、図３に例示するように、凹部１００の内部において、
イメージセンサ３００から撮影できない領域（いわゆる死角）が無くなり、凹部１００の
内部の汚れやいたずらの痕跡をイメージセンサ３００で検知できるようになる。さらには
、鏡面３０２を図３のような曲面とすることにより、イメージセンサ３００は、情報読取
装置１の前面に向かってくる人を撮影したり、情報読取装置１が設置された部屋の監視カ
メラとして撮影することもできる。すなわち、イメージセンサ３００は、底面１００Ａ（
すなわち、鏡面３０２）の近傍に焦点（第１の焦点距離）を合わせて、底面１００Ａに載
置された情報記録媒体を撮影し、第１の焦点距離の１．５倍～２．５倍の焦点距離（第２
の焦点距離）で、奥壁面１００Ｂ及び天面１００Ｃを撮影し、第２の焦点距離よりも長い
第３の焦点距離（例えば、無限遠）で、監視カメラ又は対人センサとして撮影する。
【００２１】
　凹部１００の構成は上記に限定されるものではなく、例えば、図４に例示するように、
奥壁面１００Ｂが、天面１００Ｃに設置されたイメージセンサ３００の近傍から、底面１
００Ａ（載置面）の最奥部に向けて傾斜した壁面であってもよい。この場合にも、イメー
ジセンサ３００からの死角が無くなる。
　また、図４に例示するように、底面１００Ａに非接触ＩＣカードリーダライタ３０４が
設けられてもよい。より具体的には、底面１００Ａの直下に、非接触ＩＣカードリーダラ
イタ３０４のアンテナが埋め込まれている。非接触ＩＣカードリーダライタ３０４は、底
面１００Ａ上の読取領域（載置面）に配置されたＩＣカードから、非接触で情報の読出し
及び書込みを行う。このような構成により、イメージセンサ３００は、底面１００Ａに載
置された情報記録媒体の表面から、画像情報（例えば、二次元コードやバーコードなど）
を読み取り、非接触ＩＣカードリーダライタ３０４は、同じ位置に載置された情報記録媒
体から、ＩＣチップに記録された情報を読み取ることができる。
　また、図５に例示するように、底面１００Ａ及び鏡面３０２が、曲面ではなく略水平面
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であっても、少なくとも凹部１００内部の死角が無くすことができる。本例では、鏡面３
０２の直下に、非接触ＩＣカードリーダライタ３０４のアンテナが埋め込まれる。
【００２２】
　次に、上記構成の情報読取装置１の利用方法を説明する。以下の実施形態では、図３の
情報読取装置１に、図５と同様に、鏡面３０２の下に非接触ＩＣカードリーダライタ３０
４を追加した構成を、情報読取装置１の具体例として説明する。
　図６は、情報読取装置１にインストールされる制御プログラム５及び受付プログラム６
の機能構成を例示する図である。本図の制御プログラム５及び受付プログラム６は、例え
ば、ＣＤ－ＲＯＭなどの情報記録媒体を介して、情報読取装置１の情報処理装置５０にイ
ンストールされる。
【００２３】
　図６に例示するように、制御プログラム５は、カメラ制御部５００、画像取得部５０５
、モード選択部５１０、転送先選択部５１５、人検知部５２０、汚れ痕跡検知部５２５、
及び異常通知部５３０を有する。受付プログラム６は、ＩＣデータ読取部６００、情報抽
出部６０５、ユーザインタフェース部（ユーザＩＦ部）６１０、印刷部６１５、及び受付
制御部６２０を有する。また、情報読取装置１には、監視画像を格納するための記録領域
として、監視画像格納部４０が設けられている。
【００２４】
　制御プログラム５において、カメラ制御部５００は、モード選択部５１０により選択さ
れた動作モードに応じて、イメージセンサ３００を制御する。より具体的には、カメラ制
御部５００は、モード選択部５１０により選択された動作モードに応じて、焦点距離と、
ゲイン調整、ホワイトバランス調整及び露光量調整などの補正処理とを変更させる。本例
のカメラ制御部５００は、図７に例示するように、モード選択部５１０が第１モード（監
視カメラ兼対人センサとして動作するモード）を動作モードとして選択した場合に、焦点
距離を無限遠とし、撮影された画像に基づいてゲイン等を調整する通常の調整処理を行う
ようイメージセンサ３００を制御する。また、カメラ制御部５００は、モード選択部５１
０が第２モード（いたずら防止モード）を選択した場合に、焦点距離を第２の焦点距離（
すなわち、イメージセンサ３００から底面１００Ａまでの距離の約２倍）とし、撮影され
た画像に基づいてゲイン等を調整する通常の調整処理を行うようイメージセンサ３００を
制御する。また、カメラ制御部５００は、モード選択部５１０が第３モード（情報記録媒
体から情報を読み取るモード）を選択した場合に、焦点距離を第１の焦点距離（すなわち
、イメージセンサ３００から底面１００Ａまでの距離）とし、通常の調整処理よりも高速
に調整可能な高速調整処理を行うようイメージセンサ３００を制御する。高速調整処理は
、例えば、既定数の補正パターンの中から、一つの補正パターンを選択して適用するもの
である。
【００２５】
　画像取得部５０５は、イメージセンサ３００により撮影された画像データを転送先選択
部５１５に出力する。
　モード選択部５１０は、ユーザの操作、対人センサの検知結果、又は、受付処理のステ
ップに応じて、情報読取装置１の動作モードを選択する。
【００２６】
　転送先選択部５１５は、モード選択部５１０により選択される動作モードに応じて、イ
メージセンサ３００により撮影された画像データの転送先を選択する。より具体的には、
転送先選択部５１５は、第１モードが選択された場合に、監視画像格納部４０及び人検知
部５２０を転送先に選択し、第２モードが選択された場合に、汚れ痕跡検知部５２５を転
送先に選択し、第３モードが選択された場合に、情報抽出部６０５を転送先に選択する。
【００２７】
　人検知部５２０は、イメージセンサ３００により撮影された画像データに基づいて、情
報読取装置１に近づいてくる人の有無を検知し、検知結果をモード選択部５１０に出力す
る。例えば、人検知部５２０は、転送先選択部５１５から入力された画像データに基づい
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て、画像の変化、又は、肌色領域の大きさを特定し、特定された画像の変化又は肌色領域
の大きさに基づいて、人の有無を検知する。
【００２８】
　汚れ痕跡検知部５２５は、イメージセンサ３００により撮影された画像データに基づい
て、凹部１００の内部における汚れ又はいたずらの痕跡の有無を検知し、検知結果を異常
通知部５３０に出力する。例えば、汚れ痕跡検知部５２５は、転送先選択部５１５から入
力された画像データに基づいて、画像の変化を特定し、特定された変化に基づいて、汚れ
又はいたずらの痕跡の有無を検知する。
　異常通知部５３０は、汚れ痕跡検知部５２５による検知結果に応じて、異常通知を行う
。
【００２９】
　受付プログラム６において、ＩＣデータ読取部６００は、非接触ＩＣカードリーダライ
タ３０４を制御して、底面１００Ａに載置された情報記録媒体から、情報を読み取る。
　情報抽出部６０５は、イメージセンサ３００により撮影された画像に基づいて、情報記
録媒体の表面から、情報を読み取る。例えば、情報抽出部６０５は、転送先選択部５１５
から転送された画像データの中から、コード画像を抽出し、抽出されたコード画像に埋め
込まれた情報を特定する。なお、情報抽出部６０５は、転送先選択部５１５から転送され
た画像データの特定の領域に対してＯＣＲ処理を施して、文字情報を読み出してもよい。
【００３０】
　ユーザＩＦ部６１０は、タッチパネル２００を制御して、ユーザの入力操作の受付と、
画像表示によるユーザへの情報提供とを行う。
　印刷部６１５は、画像読取装置１がユーザに提供する情報を印刷する。
　受付制御部６２０は、他の構成要素を制御して、ユーザに対してサービスを提供する。
より具体的には、受付制御部６２０は、ＩＣデータ読取部６００又は情報抽出部６０５を
介して入力された媒体情報（すなわち、情報記録媒体から読み取られた情報）と、ユーザ
ＩＦ部６１０を介して入力された入力情報（すなわち、ユーザが直接入力した情報）とに
基づいて、ユーザに対して提供するサービスの内容を決定し、決定したサービス内容に応
じて、情報をタッチパネル２００に表示させたり、チケットなどの印刷処理を行ったりす
る。
【００３１】
　図８は、情報読取装置１の全体動作（Ｓ１０）を説明するフローチャートである。
　図８に示すように、ステップ１００（Ｓ１００）において、情報読取装置１のモード選
択部５１０は、電源投入直後、又は、前回受付処理の終了直後に、第２モードを選択し、
カメラ制御部５００及び転送先選択部５１５に対して、第２モードに対応する動作を指示
する。
　カメラ制御部５００は、モード選択部５１０の指示に応じて、焦点距離を第２の焦点距
離（すなわち、イメージセンサ３００から底面１００Ａまでの距離の約２倍）とし、撮影
された画像に基づいてゲイン等を調整する通常の調整処理を行うようイメージセンサ３０
０を指示する。
　転送先選択部５１５は、モード選択部５１０の指示に応じて、イメージセンサ３００に
より撮影された画像データを、画像取得部５０５を介して取得し、取得された画像データ
を汚れ痕跡検知部５２５に出力する。
【００３２】
　ステップ１０５（Ｓ１０５）において、汚れ痕跡検知部５２５は、転送先選択部５１５
から画像データが入力されると、入力された画像データに基づいて、凹部１００の内部に
、汚れ、又は、いたずらの痕跡の有無を検知し、検知結果を異常通知部５３０に出力する
。
　情報読取装置１は、汚れ痕跡検知部５２５によって汚れ又はいたずらの痕跡が検知され
た場合に、Ｓ１１０の処理に移行し、汚れ痕跡検知部５２５によって汚れ又はいたずらの
痕跡が検知されなかった場合に、Ｓ１１５の処理に移行する。
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【００３３】
　ステップ１１０（Ｓ１１０）において、異常通知部５３０は、「異常が発生しました。
係員を呼んでください。」というメッセージをタッチパネル２００に表示させて、異常を
ユーザに通知する。なお、異常通知部５３０は、メンテナンスの係員の携帯端末などに、
直接、異常を通知するメールを送信してもよい。
【００３４】
　ステップ１１５（Ｓ１１５）において、モード選択部５１０は、汚れ痕跡検知部５２５
による検知処理が終了すると、第２モードから第１モードに変更し、カメラ制御部５００
及び転送先選択部５１５に対して、第１モードに対応する動作を指示する。
【００３５】
　ステップ１２０（Ｓ１２０）において、カメラ制御部５００は、モード選択部５１０の
指示に応じて、焦点距離を無限遠（第３の焦点距離）とし、撮影された画像に基づいてゲ
イン等を調整する通常の調整処理を行うようイメージセンサ３００を指示する。
　転送先選択部５１５は、モード選択部５１０の指示に応じて、イメージセンサ３００に
より撮影された画像データを、画像取得部５０５を介して取得し、取得された画像データ
を人検知部５２０及び監視画像格納部４０に出力する。監視画像格納部４０に格納される
画像データは、監視カメラで撮影された画像データと同様に管理され、保管される。
【００３６】
　ステップ１２５（Ｓ１２５）において、人検知部５２０は、転送先選択部５１５から入
力された画像データに基づいて、情報読取装置１に近づいてくる人の有無を検知する。
　情報読取装置１は、人検知部５２０により人が検知された場合に、Ｓ１３０の処理に移
行し、人検知部５２０により人が検知されない場合に、Ｓ１２０の処理に戻って、人の検
知を継続する。
【００３７】
　ステップ１３０（Ｓ１３０）において、モード選択部５１０は、人検知部５２０により
人が検知されると、第１モードから第２モードに変更し、いたずらの痕跡の有無を検知さ
せる。
　ステップ１３５（Ｓ１３５）において、転送先選択部５１５は、イメージセンサ３００
により撮影された画像データをタッチパネル２００に表示させる。
【００３８】
　ステップ２０（Ｓ２０）において、情報読取装置１は、受付処理を行い、受付処理が終
了すると、本処理（Ｓ１０）を終了する。
【００３９】
　図９は、図８の受付処理（Ｓ２０）をより詳細に説明するフローチャートである。
　図９に示すように、ステップ２００（Ｓ２００）において、受付制御部６２０は、人検
知部５２０により人が検知されると、ユーザＩＦ部６１０を介して、タッチパネル２００
に、メニューを表示させる。
【００４０】
　ステップ２０５（Ｓ２０５）において、ユーザＩＦ部６１０は、タッチパネル２００を
制御して、ユーザのタッチ操作を検知して、ユーザにより選択されたメニューを特定する
。
　受付制御部６２０は、ユーザＩＦ部６１０により特定されたメニューに対応するサービ
スにおいて、ＩＣから読み取った情報のみが必要であるか否かを判断する。
　情報読取装置１は、ＩＣから読み取った情報のみが必要であると判断された場合に、Ｓ
２１０の処理に移行し、情報格納媒体の表面に表示された情報が必要であると判断された
場合に、Ｓ２１５の処理に移行する。
【００４１】
　ステップ２１０（Ｓ２１０）において、ユーザＩＦ部６１０は、受付制御部６２０の指
示に応じて、タッチパネル２００に、「規定の位置に媒体を置いてください。」というメ
ッセージを表示させて、情報記録媒体の載置位置を示唆する。



(9) JP 2012-181567 A 2012.9.20

10

20

30

40

50

【００４２】
　ステップ２１５（Ｓ２１５）において、ユーザＩＦ部６１０は、受付制御部６２０の指
示に応じて、タッチパネル２００に、「コードを上向きにして、規定の位置に媒体を置い
てください。」というメッセージを表示させて、情報記録媒体の載置位置及び表裏を示唆
する。
【００４３】
　ステップ２２０（Ｓ２２０）において、モード選択部５１０は、Ｓ２１０又はＳ２１５
の処理が完了すると、第２モードから第３モードに変更し、カメラ制御部５００及び転送
先選択部５１５に対して、第３モードに対応する動作を指示する。
【００４４】
　ステップ２２５（Ｓ２２５）において、カメラ制御部５００は、焦点距離を第１の焦点
距離（すなわち、イメージセンサ３００から底面１００Ａまでの距離）とし、高速調整処
理を行うようイメージセンサ３００を制御する。
　イメージセンサ３００は、カメラ制御部５００の制御に従って、底面１００Ａに載置さ
れた情報格納媒体の表面を撮影する。撮影された画像データは、転送先選択部５１５を介
して、情報抽出部６０５に出力される。情報抽出部６０５は、必要であれば、転送先選択
部５１５から入力された画像データに基づいて、二次元コード又はバーコードに埋め込ま
れた情報（ユーザＩＤなど）を抽出し、抽出された情報を受付制御部６２０に出力する。
　また、ＩＣデータ読取部６００は、必要であれば、非接触ＩＣカードリーダライタ３０
４を制御して、情報記録媒体から、情報を読み取り、読み取られた情報を受付制御部６２
０に出力する。
【００４５】
　ステップ２３０（Ｓ２３０）において、受付制御部６２０は、必要な情報がＩＣデータ
読取部６００又は情報抽出部６０５から入力されたか否かを判断し、必要な情報が未入力
である場合に、Ｓ２０５の処理に戻り、必要な情報が入力された場合に、Ｓ２３５の処理
に移行する。
【００４６】
　ステップ２３５（Ｓ２３５）において、受付制御部６２０は、ユーザにより選択された
メニュー、及び、情報記録媒体から読み取られた情報に応じて、ユーザが入力すべき情報
を特定し、特定された情報に応じて、ユーザＩＦ部６１０を介して、ユーザの入力を促す
と共に、ユーザの入力操作を受け付ける。
【００４７】
　ステップ２４０（Ｓ２４０）において、受付制御部６２０は、ユーザＩＦ部６１０を介
して入力された入力情報と、ユーザにより選択されたメニューと、情報記録媒体から読み
取られた情報とに応じて、提供する情報（例えば、チケット）を決定し、決定した情報を
印刷部６１５に印刷させる。
【００４８】
　以上説明したように、本実施形態の情報読取装置１によれば、イメージセンサ３００が
、バーコードなどの情報を読み取るための撮影と、凹部１００の内部における汚れ等を検
知するための撮影と、対人センサとして機能するための撮影と、監視カメラとしての撮影
を行うことができる。
【００４９】
　［変形例］
　次に、上記実施形態の変形例を説明する。
　上記実施形態では、動作モードに応じて、イメージセンサ３００の焦点処理と、補正方
式とを変更しているが、これらに加えて、画角を変更してもよい。例えば、カメラ制御部
５００は、第１モード、第２モード、第３モードの順に、イメージセンサ３００の画角を
狭くする。これにより、第１モードでは、曲面鏡の領域まで広く撮影され、第２モードで
は、曲面鏡の領域が画角に含まれなくても、情報記録媒体の載置領域の周囲まで広く撮影
され、第３モードでは、情報記録媒体の載置領域に絞って撮影される。
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【符号の説明】
【００５０】
１…情報読取装置
１０…情報読取ユニット
２０…情報処理ユニット
３００…イメージセンサ
３０２…鏡面
３０４…非接触ＩＣカードリーダライタ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】



(13) JP 2012-181567 A 2012.9.20

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5B072 CC02  CC21  CC24  DD02  DD21  JJ01  JJ09  LL00  MM11 
　　　　 　　  5C122 DA11  EA55  FB03  FC01  FC02  FD13  FH10  FH14  HB01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

